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●観 　 光 　 情 　 報 TEL：0745-45-1017

○文 化 財 ・ 史 跡 TEL：0745-45-2101

●平群町観光ボランティアガイドの会 TEL：0745-46-1120

平群の紹介

平群の由来
　倭建命（やまとたけるのみこと）が「たたみこも平群の山」と歌に詠ん
だように、緑深き生駒信貴山系、矢田丘陵に囲まれた歴史の揺籠である。
　古代に都のあった桜井や飛鳥方面から見て、奈良盆地の北西の対
角地域としての辺国（へぐに）が「平群」になったとされている。

　古代豪族平群氏の本拠地として烏土塚古墳や西宮古墳などが分布。
奈良時代の皇親政治家長屋王夫妻の墓、聖徳太子が毘沙門天を感得し
た信貴山や役行者の修行地千光寺などが所在、在原業平も十三峠を越
えて八尾の女性の元に通ったという。戦国時代には松永久秀の信貴山
城、嶋左近の椿井城なども築城されていた歴史の宝庫である。

近鉄元山上口駅 ̶ 1.0km ̶生駒山口神社̶ 0.1km ̶ 首なし地蔵 ̶ 1.7km
̶清滝石仏群̶ 0.1km ̶ 揺るぎ地蔵石仏群 ̶ 0.3km ̶千光寺̶ 3.1km ̶金勝寺
̶ 1.8km ̶楢本神社̶ 0.7km ̶紀氏神社／上庄ほたるの里公園̶ 0.6km
̶ 吉備内親王墓 ̶ 0.1km ̶ 長屋王墓 ̶ 0.4km ̶ 三里古墳 ̶ 0.7km ̶ 近鉄平群駅

近鉄平群駅 ̶ 0.7km ̶ 三里古墳 ̶ 0.4km ̶長屋王墓̶ 0.1km ̶吉備内親王墓
̶ 1.5km ̶ つぼり山古墳 ̶ 0.3km ̶藤田家住宅*1 ̶ 0.3km ̶白山神社・道栓律師墓 
̶ 0.2km ̶ 普門院跡*2 ̶ 3.0km ̶杵築神社̶ 1.3km ̶十三峠・十三塚 ̶ 0.1km
̶ 峠の石仏・道標 ̶ 0.3km ̶ 街道の石仏・道標 ̶ 3.1km ̶ 四ツ辻古墳*3 ̶ 0.4km
̶ 越木塚関取道標 ̶ 1.4km ̶ 近鉄竜田川駅 
*1 特別公開（春秋年２回、要確認）　*2 普門院本尊の聖観音立像は拝観不可
*3 見学可（私有地につき道標未設置）

中部コース

十三街道と業平ロマンの道

近鉄竜田川駅 ̶ 0.4km ̶ 烏土塚古墳*4 ̶ 1.7km ̶ 越木塚関取道標 ̶ 0.2km
̶ 石床神社・消渇神社 ̶ 0.4km ̶ 石床神社旧社地 ̶ 0.7km ̶御�神社̶ 0.9km
̶ 信貴畑勧請の地 ̶ 0.1km ̶ 樽観音石仏 ̶ 1.0km ̶信貴山奥の院̶ 2.0km
̶信貴山朝護孫子寺̶ 0.5km ̶ 猪上神社 ̶ 0.9km ̶ 弁財天の滝 ̶ 0.8km
̶信貴山城跡̶ 5.4km ̶ 椿井西入口石仏 ̶ 0.3km ̶ 椿井井戸 ̶ 0.1km
̶ 宮裏山古墳 ̶ 0.5km ̶椿井城跡̶ 0.5km ̶ 椿井春日神社 ̶ 0.1km
̶ 宮山塚古墳 ̶ 0.4km ̶平等寺春日神社̶ 1.5km ̶ 近鉄竜田川駅

*4 石室鍵の貸出可（教育委員会にて管理、祝祭日は貸出不可）

北部コース

千光寺・役行者と修験の道

南部コース

霊峰信貴山と戦国の夢街道

平垣コース

近鉄平群駅 ̶ 0.8km ̶ つぼり山古墳 ̶ 0.8km ̶ 楢本神社 ̶ 0.7km
̶ 紀氏神社／上庄ほたるの里公園 ̶ 0.6km ̶ 吉備内親王墓 ̶ 0.1km ̶ 長屋王墓
̶ 0.4km ̶ 三里古墳 ̶ 0.7km ̶船山神社̶ 1.3km ̶ 平等寺春日神社 ̶ 0.4km
̶宮山塚古墳̶ 0.1km ̶ 椿井春日神社 ̶ 0.2km ̶ 宮裏山古墳 ̶ 0.1km
̶ 椿井井戸 ̶ 0.3km ̶ 椿井西入口石仏 ̶ 0.6km ̶ 道の駅くまがしステーション
̶ 1.0km ̶平群神社̶ 0.2km ̶西宮古墳̶ 0.6km ̶ 剣上塚古墳 ̶ 0.4km
̶ 越木塚関取道標 ̶ 0.2km ̶ 石床神社・消渇神社̶ 0.4km ̶ 石床神社旧社地
̶ 1.3km ̶烏土塚古墳*4 ̶ 0.4km ̶ 近鉄竜田川駅

*4 石室鍵の貸出可（教育委員会にて管理、祝祭日は貸出不可）

平群の里と歴史探訪の道
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約11km

約13km

約18km
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（観光産業課）

（教育委員会）

（あすのす平群）

お　問　合　せ

平群町観光ホームページ
山のぽっけ NAVI.

※各コース上の太文字の各所は、裏面に解説があります。

東
山
駅

信貴山  鬼追い式

信貴山朝護孫子寺

馬鍬淵渓谷

千光寺

千光寺 火渡り修行

信貴山城跡

鳥土塚古墳

椿井城跡

長屋王墓

十三峠からの風景

桃源郷

金勝寺

清滝石仏群

石床神社  旧社地

上庄ほたるの里公園

南部コース
霊峰信貴山と戦国の夢街道

平垣コース
平群の里と歴史探訪の道
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東大阪市 
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千光寺行場 

清滝石仏群 

揺るぎ地蔵石仏群 

緑ヶ丘郵便局 
北駐在所 

北小学校 

北幼稚園 

近鉄生駒線 

至生駒駅 

至王寺駅 

かんぽの宿 
大和平群 

平群北公園 
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ド 

府民の森 
みずのみ園地へ 十三塚 

街道の石仏・道標

峠の石仏・道標 

生駒市 

馬鍬淵 
渓谷 

萩
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山
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口
駅

西和消防 西和消防 
北分署 北分署 

かしのき荘 かしのき荘 
給食センター 給食センター 

平群小学校 平群小学校 はなさとこども園 はなさとこども園 

平群 平群 
交番 交番 

平群 平群 
郵便局 郵便局 

健民グラウンド 健民グラウンド 

中学校 中学校 

福貴親水公園 福貴親水公園 

楢本神社 楢本神社 

紀氏神社
上庄ほたるの里公園 
紀氏神社
上庄ほたるの里公園 

長屋王御陵公園 長屋王御陵公園 

三里古墳 三里古墳 

中央公民館 中央公民館 

町役場 町役場 

あすのす平群 あすのす平群 

平
群
駅

普門院跡 普門院跡 

白山神社 白山神社 

道詮律師墓 道詮律師墓 
藤田家住宅 藤田家住宅 

上下水道庁舎 上下水道庁舎 

桃 源 郷  桃 源 郷  

つぼり山古墳 つぼり山古墳 

総合スポーツセンター 総合スポーツセンター 

旧西小学校旧西小学校

竜田川 

船山神社 船山神社 

中央公園 中央公園 

西宮古墳 西宮古墳 
平群神社 平群神社 

剣上塚古墳 剣上塚古墳 
平等寺春日神社 平等寺春日神社 

椿井西入口石仏 椿井西入口石仏 

宮山塚古墳 宮山塚古墳 

平等寺館跡平等寺館跡

磐座（岩船）磐座（岩船）

椿井春日神社 椿井春日神社 

道の駅 くまがしステーション道の駅 くまがしステーション

人権交流センター 人権交流センター 

町清掃センター 町清掃センター 

プリズム プリズム 
へぐり へぐり 

椿井井戸 椿井井戸 

宮裏山古墳 宮裏山古墳 石床神社 旧社地 石床神社 旧社地 

石床神社 石床神社 
越木塚関取道標 越木塚関取道標 

四ツ辻古墳 四ツ辻古墳 

消渇神社 消渇神社 

御櫛神社 御櫛神社 

烏土塚古墳 烏土塚古墳 

西宮郵便局 西宮郵便局 西宮親水公園 西宮親水公園 

ゆめさとこども園 ゆめさとこども園 

南小学校 南小学校 

椿井親水公園 椿井親水公園 

斑鳩町 

成福院 成福院 
玉蔵院玉蔵院

本坊本坊 千手院 千手院 

信貴山バス停 信貴山バス停 
開運橋 開運橋 

大門ダム大門ダム

展望台展望台

信貴生駒縦走 信貴生駒縦走 

立石越え立石越え

ハイキング道 ハイキング道 
信貴山城跡 信貴山城跡 

信貴山 信貴山 

弁財天の滝 弁財天の滝 

信貴山奥の院 信貴山奥の院 

信貴生駒 信貴生駒 
スカイライン スカイライン 

八尾市 八尾市 

生駒市 

萩の台 

矢
田
寺

松
尾
寺
へ

十三峠 

竜
田
川
駅

猪上神社 猪上神社 

信貴山朝護孫子寺 信貴山朝護孫子寺 

平群野菊の里斎場  

信貴山観光 信貴山観光 iセンター iセンター 

吉備内親王墓吉備内親王墓

椣原勧請の地椣原勧請の地

信貴畑勧請の地信貴畑勧請の地

樽観音石仏樽観音石仏

椿井城跡椿井城跡

三郷町 
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中部コース
十三街道と業平ロマンの道

杵築神社 

北部コース
千光寺・役行者と修験の道

首なし地蔵 

生駒山口神社 

金勝寺 

長屋王墓 長屋王墓 



平群町春
かすが
日丘
おか

ｱｸｾｽ：	近鉄竜田川駅から
	 徒歩5分
座標：	F-6
周辺地図は
コチラ⇒

烏
う

土
ど

塚
づか

古
こ

墳
ふん

毘
び

沙
しゃ

門
もん

天
てんりゅうぞう

立像を本尊とする真言宗の寺院。
本尊は「汗かきの毘沙門天」と称され、篤い
信仰を受けています。境内奥の聖地から出土
した炭化米の「焼

やき

米
ごめ

」は厄除けのお守りとさ
れています。

霊峰信貴山の信仰から興ったと考えられる寺
院。聖

しょうとく

徳太
たい

子
し

が開き、平安初期に命
みょうれんしょうにん

蓮上人
が中

ちゅうこう

興しました。著名な寺
じ

宝
ほう

に国宝“信
し

貴
ぎ

山
さん

縁
えん

起
ぎ

絵
え

巻
まき

”があります。塔
たっちゅう

頭には玉
ぎょくぞういん

蔵院、成
じょうふくいん

福院、
千
せんじゅいん

手院があり、宿坊として整備されています。

椹
ふし

原
はら

の氏神で式
しき

内
ない

社
しゃ

。現在の祭神は天
あめの

児
こ

屋
や

根
ねのみこと

命であるが、古記録には豊
と よ た ま ひ め

玉比咩、玉
たま

櫛
ぐし

姫
ひめ

等の女性の神を祀っていたとされています。宝
物には慶長4年（1599）の文書箱をはじめ湯
釜等があります。

平群町信
し
貴
ぎ
畑
はた

ｱｸｾｽ：	近鉄竜田川駅から
	 徒歩80分
座標：	C-6
周辺地図は
コチラ⇒

平群町信
し
貴
ぎ
山
さん

ｱｸｾｽ：	近鉄信貴山下駅から
	 奈良交通バス10分
座標：	B-8
周辺地図は
コチラ⇒

矢
や

田
た

丘
きゅうりょう

陵の稜線上に築かれた連
れん

郭
かく

式
しき

の山
城。東西150m、南北300mに渡って築城
され、多くの曲

くる

輪
わ

や堀
ほり

切
きり

、土
ど

塁
るい

等が残って
います。史料が少なく、城の歴史や城主に
ついては諸説が存在します。

信貴山雄
お

嶽
だけ

山頂を中心に築城され、東西550m、
南北700mに達する県下最大規模の中世山城
で、16世紀中頃、三

み

好
よし

長
なが

慶
よし

の配下で力を付けた
松
まつ

永
なが

久
ひさ

秀
ひで

が入城、整備しました。今でも曲
くる

輪
わ

や土
ど

塁
るい

、門
もん

跡
あと

等が残り、壮大な城の輪郭が窺えます。

平
びょうどう

等寺
じ

集落の東にあり、平等寺・下
しも

垣
がい

内
と

の
氏神で、天

あめのこやねのみこと

児屋根命を祀っています。雨乞や
順気祈願として下垣内の氏子中より文久元年
（1861）に奉納された「なもで踊り」の絵馬があ
り、境内には多くの石

いしどうろう

灯籠が奉納されています。

古来素
す さ の お じ ん じ ゃ

戔嗚神社（牛
ご

頭
ず

神
じん

社
じゃ

）の末
まっ

社
しゃ

で、室町時
代の僧、信

しんかい

海が修行中の病を治してもらってか
ら、下半身の病気に御利益があると信仰され
ています。土の団子12個を供えて、願が叶うと
お礼に米の団子12個を供える風習があります。

5世紀後半に築造されたとみられる東西26m、
南北24m、高さ7mの円

えん

墳
ぷん

で奈良県史跡に指
定されています。主体部は右

みぎかたそでしきよこあなしきせきしつ

片袖式横穴式石室
で、玄

げん

室
しつ

は四方から持ち送ってドーム状（穹
きゅうりゅうじょう

窿状）
になっています。柵ごしに内部を覗けます。

全長60.5ｍで平群谷最大の前方後円墳。巨石
を用いた横

よこあなしきせきしつ

穴式石室で、組
くみあわせいえがたせっかん

合家形石棺を安置し
ています。馬具や武具、銅鏡、土器、埴

はに

輪
わ

が出土。
人物埴

はに

輪
わ

には巫女型とされるものもあり、石室前
が祭祀の場となっていたことがわかります。

平群町椿
つば
井
い

ｱｸｾｽ：	近鉄竜田川駅から
	 徒歩50分
座標：	G-6
周辺地図は
コチラ⇒

平群町越
こし
木
き
塚
づか

ｱｸｾｽ：	近鉄竜田川駅から
	 徒歩20分
座標：	E-6
周辺地図は
コチラ⇒

平群町平
びょうどう
等寺

じ

ｱｸｾｽ：	近鉄竜田川駅から
	 徒歩20分
座標：	G-6
周辺地図は
コチラ⇒

平群町信
し
貴
ぎ
山
さん

ｱｸｾｽ：	近鉄信貴山下駅から
	 奈良交通バス10分
座標：	B-7
周辺地図は
コチラ⇒

平群町椹
ふし
原
はら

ｱｸｾｽ：	近鉄竜田川駅から
	 徒歩50分
座標：	E-7
周辺地図は
コチラ⇒

奈良時代天平18年、行
ぎょう き

基により開かれた真
しん

言
ごんしゅうむろ

宗室生
う

寺
じ

派の寺院。本堂南側に線
せん

刻
こく

不
ふ

動
どう

明
みょう

王
おう

像
ぞう

など14体の磨
ま が い ぶ つ

崖仏が刻まれています。
地
じ

蔵
ぞう

菩
ぼ

薩
さつ

像
ぞう

には嶋
しま

左
さ

近
こん

の妻とみられる「茶
ち ゃ

々
ち ゃ

逆
げ き

修
し ゅ

」の銘があります。

平群町椣
しで
原
はら

ｱｸｾｽ：	近鉄元山上口駅
	 から徒歩約5分
座標：	F-3
周辺地図は
コチラ⇒

金
きんしょう

勝寺
じ

十三塚のあるこの峠は「業
なりひらみち

平道」の道筋にあり、
大阪と奈良・伊勢を結ぶ山越えのポイントで
す。在

ありわらのなりひら

原業平が天理の自宅より河内高安の
彼女の元へ通った際に平群を経てこの十三
峠を越えたとされています。

平群町福
ふ
貴
き
畑
はた

ｱｸｾｽ：	近鉄平群駅から
	 徒歩80分
座標：	A-4
周辺地図は
コチラ⇒

十
じゅうさんとうげ

三峠

消
しょうかちじんじゃ

渇神社

祭神に大
おおやまつみのかみ

山祇神を祀る延
えん

喜
き

式
しき

内
ない

大
たい

社
しゃ

で、平
群の中心に位置しています。古代豪族、平群
氏の祖

そ

神
しん

を祀っていたとも考えられ、十数段
の石段を登ると、割

わ り は い で ん

拝殿の前に江戸時代に
献納された狛

こまいぬ

犬や、石
いしどうろう

燈籠が並んでいます。

平群町西
にしのみや
宮

ｱｸｾｽ：	近鉄竜田川駅から
	 徒歩10分
座標：	F-6
周辺地図は
コチラ⇒

平
へ ぐ り

群神
じんじゃ

社

櫟
いち

原
はら

の氏神で、祭神に素
すさ

戔
のおのみこと

嗚命、櫛
くしいなだひめのみこと

稲田姫命
を祀る式

しき

内
ない

大
たい

社
しゃ

。秋祭りでは年替わりの当
とう

屋
や

宅に「オハキ」を築き、祭神を迎える「オハキツキ」
と呼ばれる行事があり、県の無形民俗文化財
に指定されています。

平群町櫟
いち
原
はら

ｱｸｾｽ：	近鉄元山上口駅
	 から徒歩約15分
座標：	E-2
周辺地図は
コチラ⇒

生
い

駒
こま

山
やま

口
ぐち

神
じん

社
じゃ

信
し

貴
ぎ

山
さんじょうあと

城跡

平群町椿
つば
井
い

ｱｸｾｽ：	近鉄竜田川駅から
	 徒歩20分
座標：	G-6
周辺地図は
コチラ⇒

宮
みや

山
やま

塚
づか

古
こ

墳
ふん

式
しき

内
ない

社
しゃ

で正式名は雲
うんかんじにいますならもとじんじゃ

甘寺坐楢本神社。梨本・
吉
よし

新
しん

の氏神として菊
くくりひめのみこと

理姫命を祀っています。
近世には、野

の ま だ

間田明
みょうじん

神又は白
はくさんごんげん

山権現とも呼ば
れたとあり、宝物には今も祭祀に使われてい
る文久2年（1862）銘のある湯釜があります。

平群町梨
なし
本
もと

ｱｸｾｽ：	近鉄平群駅から
	 徒歩20分
座標：	E-4
周辺地図は
コチラ⇒

楢
なら

本
もと

神
じん

社
じゃ

直径15m、高さ1.5m程の円
えん
墳
ぷん
で、その下には

削平された前方後円墳である梨本南2号墳が
後円部を重ねて埋没しています。江戸時代の伝
承に基づいて、明治時代に宮内庁より奈良時代
初めの左大臣長屋王の墓に治

ち
定
てい
されています。

平群町梨
なし
本
もと
（御

ご
陵
りょうえん
苑）

ｱｸｾｽ：	近鉄平群駅から
	 徒歩10分
座標：	F-5
周辺地図は
コチラ⇒

長
なが

屋
や

王
おう

墓
ぼ

信
し

貴
ぎ

山
さんちょう

朝護
ご

孫
そん

子
し

寺
じ

椿
つば

井
い

城
じょうあと

跡

信
し

貴
ぎ

山
さん

奥
おく

の院
いん

平
びょうどう

等寺
じ

春
か す が

日神
じん

社
じゃ

御
み

櫛
くし

神
じん

社
じゃ

7世紀中頃に築造されたとみられる一辺36m、高さ
7.5mの方

ほう

墳
ふん

で奈良県史跡に指定されています。二
段のテラスを持つ3段築

ちく

成
せい

で、石室は切
きり

石
いし

を用いた
優美な横

よこあなしきせきしつ

穴式石室で、内部に兵庫県で産出する竜
たつ

山
やま

石
いし

製の刳
くり

抜
ぬき

式
しき

家
いえ

形
がた

石
せっ

棺
かん

が安置されています。

平群町西
にしのみや
宮

ｱｸｾｽ：	近鉄竜田川駅から
	 徒歩10分
座標：	F-6
周辺地図は
コチラ⇒

西
にしのみや

宮古
こ

墳
ふん

整った大
や ま と

和棟
むね

の民家として国の重要文化財に
指定され、その後解体修理が行われ、往時
の姿で復元整備されています。豪快な柱

はしらぐみ

組、
竹
たけてんじょう

天井、敷
しき

居
い

の突き止め溝
みぞ

などの工夫が凝ら
され、年に2回特別公開しています。

平群町福
ふ
貴
き

ｱｸｾｽ：	近鉄平群駅から
	 徒歩20分
座標：	E-5
周辺地図は
コチラ⇒

藤
ふじ

田
た

家
け

住
じゅうたく

宅

役
えんのぎょうじゃ

行者（役
えんのおずぬ

小角）が開いた修験道の寺院。山
号が「鳴

なるかわさん

川山」。通称「元
もとさんじょう

山上」と呼ばれてい
ます。周辺には多くの行

ぎょうば

場がある他、境内には、
県指定文化財の鐘や、役

えんのぎょうじゃぞう

行者像、十
じゅうさんじゅう

三重層
そう

塔
とう

、宝
ほう

塔
とう

などの町の指定文化財があります。

平群町鳴
なる
川
かわ

ｱｸｾｽ：	近鉄元山上口駅
	 から徒歩約60分
座標：	C-1
周辺地図は
コチラ⇒

千
せん

光
こう

寺
じ

　

本来は福貴寺の鎮
ちん

守
じゅ

社
しゃ

で、祭
さい

神
じん

に伊
い ざ な ぎ の

邪那岐
命
みこと

、伊
い ざ な み の み こ と

邪那美命を祀っています。福貴寺の名
残として、境内中央に弥

み

勒
ろく

堂
どう

、周辺には僧坊
跡が残っており、境内奥には福貴寺を建立し
た道

ど う せ ん り っ し

詮律師の供養塔が祀られています。

平群町福
ふ
貴
き

ｱｸｾｽ：	近鉄平群駅から
	 徒歩20分
座標：	E-5
周辺地図は
コチラ⇒

白
はくさんじんじゃ

山神社　

福貴畑の氏神で祭神に素
すさのおのみこと

戔嗚命を祀り、境
内の観音堂には宿

しゅくいんぶっし

院仏師作の本尊の聖
しょうかんのん

観音
坐
ざ

像
ぞう

、左脇に客仏として深
じんじゃたいしょうりゅうぞう

沙大将立像が安置
されています。毎年1月８日に座小屋で勧

かんじょうなわ

請縄
がなわれ、南東の勧請地に掛け渡されます。

平群町福
ふ
貴
き
畑
はた

ｱｸｾｽ：	近鉄平群駅から
	 徒歩50分
座標：	B-4
周辺地図は
コチラ⇒

杵
き づ き

築神
じんじゃ

社

式
しき

内
ない

社
しゃ

で正式名は平
へぐ

群
りに

坐
います

紀
き

氏
し

神
じん

社
じゃ

。平群氏
の祖・木

ず く の す く ね

莵宿禰を祀り、中世には春
か す が

日社
しゃ

に
もなっていました。現在、神社内の公園脇を
流れている川では、ほたるが舞う姿も見られ
ます。

平群町上
かみしょう
庄

ｱｸｾｽ：	近鉄元山上口駅
	 から徒歩約20分
座標：	F-4
周辺地図は
コチラ⇒

紀
き

氏
し

神
じん

社
じゃ

奈良時代初頭、藤原氏の陰謀により謀
む
反
ほん
の罪

を着せられ、長屋王夫妻と4人の皇子が自害
しました。直径20ｍ程の円

えん
墳
ぷん
で、明治時代

の記録に、大石を鍵の手に組み墳
ふんきゅう
丘に埴

はに
輪
わ

が散布していたとされています。

平群町梨
なし
本
もと
（御

ご
陵
りょうえん
苑）

ｱｸｾｽ：	近鉄平群駅から
	 徒歩10分
座標：	F-4
周辺地図は
コチラ⇒

吉
き

備
び

内
ないしんのう

親王墓
ぼ

式
しき

内
ない

社
しゃ

で安
あん

明
みょう

寺
じ

垣
かい

内
と

の春日神社と中
なか

之
の

宮
みや

	
垣
かい

内
と

の船山神社を合祀した神社。祭
さい

神
じん

に船
ふなやまの

山
神
かみ

と天
あ め の こ や ね の み こ と

児屋根命を祀っています。山頂近くに
船
ふな

石
いし

という船型をした巨石が3個並び、船山
神が降臨の際に乗ってきた岩船とされています。

平群町三
み
里
さと

ｱｸｾｽ：	近鉄平群駅から
	 徒歩25分
座標：	G-5
周辺地図は
コチラ⇒

船
ふなやまじんじゃ

山神社

【北部コース】

  千
せ ん

光
こ う

寺
じ

・役
えんの

行
ぎょう

者
じ ゃ

と
　　　　　修

し ゅ

験
げ ん

の道

【中部コース】

  十
じゅうさん

三街
か い

道
ど う

と
　　業

な り

平
ひ ら

ロマンの道

【南部コース】

  霊
れ い

峰
ほ う

信
し

貴
ぎ

山
さ ん

と
　　戦

せ ん

国
ご く

の夢
ゆ め

街
か い

道
ど う

【平坦コース】

  平
へ ぐ り

群の里
さ と

と
　　歴

れ き

史
し

探
た ん

訪
ぽ う

の道

町の北西深く、谷川を遡り山を分け入ると現われる「千光寺」。ここは修験道の開祖、役行者が開いた寺で、 
行者の母親も入山修行しており、母公堂が祀られ、女性にも山内が開放された修験道の霊場となっています。
このコースでは元山上口駅より生駒山口神社、清滝石仏群を経て千光寺に入り、その後金勝寺、楢本神社、 
紀氏神社をめぐって平群駅に至ります。
かつて役行者が歩いたであろう、このコースで、行者ゆかりの修験の道を感じましょう。

町の西側中央、生駒山地に十三峠があります。ここは大阪玉造より伊勢への道筋で「十三街道」と呼ばれています。
平安時代の歌人で『伊勢物語』の主人公ともいわれる在原業平が天理の自宅より河内高安の彼女の元へ通ったとさ
れ、「業平道」とも呼ばれます。
このコースでは平群駅を出発し、藤田家住宅や白山神社、杵築神社を通り、十三峠をめざします。
在原業平の見た風景に思いを馳せながら、峠までの道程を歩いてみましょう。

町のほぼ中央、竜田川を挟んで東西に広がる平坦な地に残る、古代を中心とした史跡を巡ります。
このコースでは平群駅を出発し、船山神社を経て、その後宮山塚古墳、平群神社、西宮古墳、消渇神社をはじ
め石床神社旧社地に残る磐座などをめぐります。
古代人のくらしやこころに思いをはせ、ゆったりのんびりと平群のまちを散策してみてください。

町の南西端にそびえる「信貴山」。この山は古来より「信じるべき、貴ぶべき山」とされ、聖徳太子が物部守屋征
伐の時、戦勝を祈願し、日本で最初に毘沙門天を感得した聖地です。このコースでは竜田川駅を出発し、御櫛
神社や信貴山奥の院を通り、信貴山をめざします。古代から戦国時代の貴人や武将たちの夢の跡を歩いてみま
しょう。

修
しゅげんじゃ

験者の修行場で、千光寺参道の渓谷沿い
に多くの石仏が彫り込まれています。頭

ず

光
こう

を
入れると3.37mもの大きな八

はっしゃく

尺地
じ

蔵
ぞう

磨
ま

崖
がい

仏
ぶつ

や、滝の対岸にある巨石に彫り込まれた五
ご

尊
そん

仏
ぶつ

などがあります。

平群町鳴
なる
川
かわ

ｱｸｾｽ：	近鉄元山上口駅
	 から徒歩約60分
座標：	D-1
周辺地図は
コチラ⇒

清
きよ

滝
たき

石
せき

仏
ぶつ

群
ぐん


